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図 3 は脂質分子に DPPC(ジパルミトイルホスファギル
コリン)を用いた試料の測定によって得られた自己相関関
数を示す。測定は、脂質分子の大きさや形状の変化を調べ
るために、試料作製直後と 1時間後の試料で行った。自己
相関関数は、時間経過とともに変化が見られた。また、1
時間後の自己相関関数が最大値から 2段階で落ちていくの
が分かる。この 2 段階目の落ちていく部分は、脂質の膜のゆらぎによって散乱光強度が揺らいだことに
より、異なる自己相関関数が得られたことが原因と考えられる。 
